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理たo広負看泥の脱水去として、真空炉過、加ェア蝿_遠l 備ヽ離 色和管テ過鰭があるが 大量の底負馬退左

姉率よく説米することは困難である。また 沈殿姓縁 てし、るム質埼児とポンプ浚茉t夫掲合 固衷ハ権に難が

ある。その場合lよ、場酵鶴削とが加と 療楽光殿Rぶり離′K左僕鍵itて ι)る。

今回0史験目的は、た贅〕5ヱムポyプ資共tた嘉合左掲象こと、食末されたス′Kよの広慎馬児ヮ涙負,た殿 脱

/Kの検言さミグ 今後ゥカ掛っ為o基滋的実験でぁる。

2 史 験釧

実験た鳳ぃた試料|よ、あるか中河"lo月ロイ1こか6誅収tてきたtのでぁる。性襄試験結果

|ょ表―|こ図 1に示す。

3.試 料調整

員験にltl i,る試料濾:ボ yプ食東左拠たこヽ 薔通兼ソプ浚共の□影物政度は、ノθrt・/a前後で

あるが、今回の試料は、水道水でふ象 t T― SSで綺″ αη″物である。試ハ は 写 真 ′ っ昴

くである`

4 実 験計画

調整された試料ム偽スィ̀合物電解典』去レt(興皮左行ι, この

無理さスた 兄水状o底賞埼泥左図 2で 示tた力●圧炉週装置tt

く 員しK左試みるtのである。                |

4-1 喘 素化合物電解条4

本史験はまだ ピ ーカー実験0■膳であり 場 極)ミ了ルミニウ

ム枝.咸極,こ鋼板た持綻L.処J■容量″ 翻.嘔養表J豊3″TA、処

理時間ιο発とtた。沐油a豪力|ムび豊|ま.Issltナtと.亀イ̀カルソ

ウムと′θ% 遮Mに東二鉄、瑞M`マゲネシウムは:糸カロ量左交ィ“き

して実験垣行った。

4-2脱 水ガ去

周Lκ装置は 回  2に 示すカロ圧ア過装置

であり 営者クト′キ}ま 諷丹""1 ,「 Jl面積

7aЙ cア.加 E5鴨 ′ア旅7″あである。

5 結 果

表…21よ 樵イした|しシウムの糸カロ量亡

T―“にす11ス ρ% 」岳イヒ第2 FkのソトカD量と

千δ5に学itて  ノ′.5.2,ノ ,θ6・/・と交

化させて電解処理 L′ケーキ含ノk率 '「過

喘Fel,分り水i SS 声 につ1,てコ|に1た

結果tぁ る̀ こ つ結果より,今 回の実験点

過崎P.lが短崎間ですと反面 含′k率が高く

写真 |

虚イL第2鉄の恭カロ量が,っっFon題でぁ

島に、「過痰o ssがヵくなる事とF・n題4
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千55のa5%こぅ人史tた。

図 31よ 希イιハ|レンウムの添カロ呈た 千 δS t:封|てlο

a/p.塩イじ篤2飲っ外カロ量左 T―SS tl)it tὸψ 塩 イこマ/7

ネシうムの外力o量を 1-SS,)it■  l,2.5,∂  ″

75 秒 %こ友イιさせた時っケーキ合′k率の結果と示tit

のである。

画 41よ 鵠化カルフウムの糸カロ塁左 FSS L封tズノθ

・/・ 塩ィι第2鉄のス袖口量左 千∬|ミ封t【a6%,血ィヒマグ

ネyウムの恭力0量た、千SIミ` tて / 2′ 5′∂

′0.6 υ %こ変化さti)F週痰のSS植を塩化マゲネ

シウム赤ヵO―iに封tて,コ1史tた結果と示tたtつで

ある。

6 考 索   ‐

表-21ヽ6考え6れることは、)F過時間左短くする

しこは 菜春I量(塩化莞2鉄の余た0呈)とのくすれば良

t,のだが 実春)の添わ呈と"くすると な ―キ合来率

が高く ま た わ が"くなる。特)ミssが"く なること

と資妻ネ把t.今後の塩化棠2鉄の外カロ量たIssしさす担

t a5%こ 史ぇする。

図 3,図  4に っt,ては 塩化マゲネシウム土糸

力olて 塩 析如呆左確証lたtのである。すなわ6

Mcズ痕虔.5θ″″ηにおいくゼーター電位の低下が■

6照 たここと 図  3)tお ぃて立証tていることとな

る。Jな“` J孟析まヵ果たより まこ集作円がイξ進さス

角3%有 こで 月iンKされ ま た 団  4に おι,く1よ

やはり綺3%有 近t SSの 仏下は粛こ彙0進
/4」き斤、と

ゼーター電社の/_A下七掲l,たtのこをえる。

んの写真 2,31ま  た のシリジダーが6 電 解処

理 菜神|、』 無興理で

あリ ロ 表分離の状色ι

匙たtのである。写真

2点開始喘_写真 θlよ

`ο菊後である:写真・3

と見て解るが 電解処理

こ棄春)拠fの分離火き上ヒ

ベるこ 電解R理 の分離

水っ"が少なし)。こたは 写真:2

鵜素イ̀合物電解ムが右柘であるこ`左証鍋 tている。今後のdえ きR題

含火率が未だo%前 後である為 極 艘9改良 電 たo検言1が■専こた

く予定であり 実験は 今なぉ齢 ヤである。
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写真 3

1よ 曇晨物が主体でぁるIt tだかあ6す

た5なる。また 麦 置の選択tを走tti
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表
-2

力nF',:属 楓 派

ガリ水量 ・/・ SS PH

・/・ MiN ml

551 438 87( 34 5 9 κ神典鳳:塩1♯2鉄10′満

531 12 443 88C 48 6 5 り鴨コ: ″ ″

589 17 445 B9C 29 6 7 5・/.●ロ

505 25 431 382 29 7 0 2●剰旧

509 80 434 36〔 26 8 2 ″   1≠莉ロ

50.2 39 434 86〔 20 8 4 05,悧 |

T~δδに対する夕気イιマグネシウム添カロ宰 ≠

T~SSに対す3メ縫化マグネシウA添ウロ孝 °/・


